






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































卿認固l:唖 ■■0召 ･ｒｌ４ＩⅡ ＩｍＫヘ
図402000年５月２０日の浦東（＠GoogleEarth）
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ションが林立している。桟橋は渡船や観光遊覧船，レジャーボート用に一部が残されているが，
浦東の大部分の砺頭は消滅している。街路も近代の街路が黄浦江に向かっていたものが，黄浦
江沿いに並行に新たにつくられたものが多くなっている。これも．桟橋，エプロン，倉庫など
内陸に向かって伸びていた砺頭がなくなったことと関係している。
陸家噛の南の外資マンションの代表例として湯臣一品がある。上海籍の台湾実業家が香港で
上場した不動産開発業者による当時中国一価格の高い超高級マンションで2006年時．979㎡の
大型プロットが１億3000万元（約20億円）で売れた'8．このような高級マンションが林立する
演江大道地区は庶民の住めるところではなく，かつて砺頭に向かって内陸から延びていた街路
も演江大道によって遮断され，砺頭により発展した街区と黄浦江は遮断された形となってい
る。これは黄浦江両岸再開発で等しくみられる景観である。
４．７蘇州河
最後に補足的ながら蘇州河地区をみたい。蘇州河は古くから上海と近辺の青浦，松江，蘇州
とを結ぶ内河航路として重要な役割を果たしてきた。図43を見ると開港後アメリカ租界があっ
た頃の蘇州河北岸には沙船のドックがみられ，十六舗とともに中国船の拠点であった。上海が
発展をするにしたがい江南デルタ各地と上海を結ぶ交通路は，鉄道や道路の整備がまだ不十分
な時期においては．黄浦江のほかに蘇州河のような幹線水系の内河航路が中心であった。その
ため1915年当時．上海港にあった汽船客連砺頭は30あったが，２２が黄浦江，８が蘇州河にあっ
た。招商局内河砺頭をはじめ中国資本の客運会社が中心であったが，日清汽船のような日本資
本の会社も内河航運に携わりその砺頭があった。1884年に十六舗から天妃宮が蘇州河に面する
形で移設されここは工部局により無税の地とされ，租界当局の管轄外とされた。上海が対外的
な国際港として発展するにつれ外交関係者が上海港から外遊する機会が増えため派遣された大
臣の公署出使行韓が廟の西に建てられた。1915年に上海総商会が天妃宮敷地内に設立された。
十六舗に代わって蘇州河が中国側の内河港の中心になったかのようにもみえる。
さらに上海近代工業の発展に伴い蘇州河両岸にも綿紡績工場，緬粉工場，木材加工工場など
多くの工場が林立した。各工場では原料・製品の搬入，搬出用に専用の礁頭を持っていた。た
だこれらの砺頭は小規模な木製の階段式礁頭であった。
5．近代の港湾施設空間
上海港は伝統的に，近代的にも黄浦江の内河港を中心に発展した。民船から汽船へと移行す
るなかで上海港の港湾施設空間はまず長江河口の航道確保から始まった。さらに黄浦江河口の
ｌ８岩間一弘・金野純・朱眠・高綱博文編著「上海一都市生活の現代史」風響社（2012）ｐ274
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図４２２０１７年３月３日の浦東（、GoogIeEarth）
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SoochowCrcck．
図４３蘇州河の砺頭
俊渓も必須の課題となった。汽船の大型化に対応した航道確保のための灯台，灯船などの施設
の空間は広大，長大となった。船舶の停泊場所も次第に水深が基準となり．大型船が停泊でき
る砺頭．倉庫地区と中型船以下が停泊できる工場地区が形成された。砺頭．倉庫地区も外岡航
路船主体の提藤橋，沿岸・長江航路主体のフランス租界，浦東，港内連絡船主体の外灘の共同
租界，民船主体の|･六舗蘇州河に地域分化した。それぞれの地域は浮桟橋から後背地に延び
る道路を基本に港湾と一体化した街区が形成された。ＩＩＩｌ:K|，堆巾のケー トウェイとして外Ｉ:'：I航
路，沿岸・長江航路州:１１:の積替えを基本とするようになった上海港は，大規模な砺頭，倉庫施
設を必要とした。さらにそれらを補完する港湾関連業秘，施設が集中した上海内河港の港湾施
設空間は．広さ，長さ，施設の数，規模の点で近代において束アジア最大級の港湾であった。
この港湾施設空間の基本.購造は．その後も近代．現代を通して引き継がれ、2000年代の再開発
で大きく変化する。
おわりに
中華人民共和''1成立以後，黄浦江沿いの外僻l盗本の各＃ii港湾施設は中同側に接収され．「''１
国の港」となった。内陸の.［業化重視の政策のため，上海港はあまり発展せず内河港の倉庫地
区．工場地区など近代の形態，鼓観，機能などは基本的に引き継がれた。しかし改球開放後，
再び貿易港としての役割を取り戻す中で，次第に長江に面した黄浦江河口港が11'心となり始
め．内河港から機能が移り始めた。1990年代になり外灘地区は「歴史風貌保護条例」により「市
級建築保護単位」の認定が開始された。外灘地区は港湾,機能を失い黄浦江沿いをプロムナード
化することにより観光機能が中心となった。またlIil時期より，浦束再開発が開始されたが，対
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象となった浦東は陸家噛付近の工場地区であった。外灘は近代の時期に当初の物流，倉庫から
金融ビジネス，観光に機能が移り始めていた。再開発の対象となった外灘，陸家職付近の浦東
ともに近代の時点において物流，交通，倉庫地区ではなく，外灘は景観保存地区とするのに対
して，浦東は工場施設を壊して金融，ビジネス地区として改変する方向が明示された。
この動きを加速化したのが2002年，上海市が公布した，「黄浦江両岸総合開発計画」であり．
黄浦江両岸地区の主な機能を，交通運輸･倉庫砺頭･工場企業主体から，金融貿易・文化観光・
エコ型居住といった現代的サービス・生活機能に転換しようとするものである。外灘，陸家噛
付近の浦東以外の地区も含む内河港全域に及ぶものであった。このなかで歴史的景観保存の対
象になったものは，「みなとまち」の港湾施設でいえば「まち」に相当する施設が優先され「み
なと」に相当する施設の保存は一部を除いて不十分であった。特に「みなと」関連施設は，鴫
頭，桟橋，ドック，荷揚げ施設，倉庫などが一体となった空間に存在しているものであるが，
空間単位としてその地区が保存されることは検討されていない。砺頭地区の殆どは黄浦江沿い
の緑地公園とその背後にそびえる高層高級マンション地区として再開発され，砺頭の後背地の
街区港湾関連業種が集まっていた地区から桟橋に向かっていた道路も切断され，再開発地区
と後背地区が切り離された。特に十六舗付近では後背地区の「まち」に属する伝統的，近代的
な港町らしい街路，街区も殆ど消滅しようとしている。
この原因として近代の内河港の港湾施設空間が，上海が面する黄浦江のほぼ全域にわたって
広がっており，全てが同一の空間という認識のもとで同様な再開発計画のもとで行われている
ことがあげられる。即ち，遊覧船，レジャーボート桟橋，黄浦江沿いの緑地，その後ろの高層
ビジネスビル，高層高級マンションという画一化された風景が出現しつつある。これまでみた
ように上海内河港の港湾施設空間は十六舗，共同租界の外灘，フランス租界の外灘，提藍橋，
浦東，工業地域でそれぞれ異なった地域性を有していたが，それを少しでも反映した水辺空間
の再生が望まれる。また出現しつつある水辺空間は基本的には観光客や富裕層向けのものでは
ないかという見方もできる。
一般的に機能が衰退した近代の港湾施設空間を保存．再生することは世界のどの港町でも困
難な課題となっている。ここで参考となるのが同じ内河港として発展した歴史があるロンドン
である。1979年にサッチャー政権により始まったドックランズ再開発を中心としたテムズ川沿
いの再生計画で重視されたのは，画一的な大規模開発ではなく地域に基づいた地区の特性を生
かした再開発であった。現在，わずかながら残された十六舗地区の「老砺頭」の倉庫群を生か
したリノベーション，提藍橋地区の後背地に残された中小の倉庫群などの生かし方などが今後
の方向性を示すものとなるとみられる。また提藍橋の東の楊樹浦や浦東の工場地区は港湾施
設，街区の再開発はこれからで，上海自体が急激な都市成長を急いでいる中で，港湾施設空間
がどのように再生されていくか今後も検討していきたい。
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図6,10,11,12,13.16,23.24.25,26,30,31,43の写真,地図はリヨン大学http:virtualshanghainet／
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